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Summary  

Thehousefliesofthe49－SStrain，reSistanttopyrethroids，andthoseoftheHirarastrain．susce－ 「＼  

Ptible to same，Were Selected by gamma－BHC to study development of resistance toit．   

As a result oflO times of selection，the 49－S Strain showed 69．7 times of resistance，and those  

Of the Hirain developed as high a resistance as192．1times．   

However，those houseflies of the Hirara strain that have a high resistance to gamma－BHC show－  

ed no resistance to resmethrin or pyrethrins．This experiment proves the absence of crossrresIStan－  

Ce between gamma－BHC and pyrethroids．  

高槻系……各種殺虫剤に対し，高い感受性を持つ本邦  

の標準系統である。   

平良系……昭和56年7月，沖縄県宮古市平良で採集し，  

その後，当研究室で累代飼育中のγBH  

C感受性系統。   

2）供試薬剤   

実験に使用した殺虫剤は次の4種類である。   

pyrethrins：除虫菊25％エキス  

permethrin：3rphenoxybenzyldl－Cis／trans－3一一＼  

（2，2－dichlorvinyl）－2－dimethylLl－CyClopropa－   

necarboxylate（純度，95，6％）   

resmethrin：（5－benzylr3－furyl）methyldlrcis  

／trans－Chrysanthemate（純度，95．6％）   

γ，BHC：γ－isomer ofl，2，3，4，5，6－hexachlL   

OrOCyClohexane   

3）実験方法   

殺虫剤による淘汰の方法および薬剤感受性の実験方法  

は次のごとくである。   

淘汰実験：ビレスロイド割による淘汰の方法は、羽化  

後3～5日目の49－S系および平良系末交尾イエバエの成  

虫に対し，局所施用法によって行った。   

薬剤は微量注射器で，アセトンで稀釈した所定濃度の  

薬剤をイエバエの胸部背板に0．5〃1宛処理した。  

l緒言  

イエバエMusca domestica Linnらのビレスロイド  

抵抗性については、林，ら（1967，75，84）1）・2）3）やKeid－  

ing（1976）4）によって報告されている。   

また，林，ら（1984）5）はビレスロイド抵抗性系統に対  

し，ビレスロイドで淘汰した場合のビレスロイド抵抗性  

の発達の有無を検討し，顕著な発達が認められなかった  

ことを報告した。   

本報では，さらに，ビレスロイドによる淘汰を重ねた  

結果と，ビレスロイド抵抗性と有機塩素剤抵抗性との交  

差抵抗性の有無について実験を行い，若干の知見を得た  

ので報告する。  

1．実験材料および実験方法   

1）供試昆虫   

実験に用いたイエバエMusca domestica Linnらは  

当研究室で累代飼育中の次の4系統である。   

ビレスロイド抵抗性系統：1979年にデンマークより持  

ち帰った49－S系およびKdr系。   

感受性系統：  

1）千葉県衛生研究所  

2）東京医科歯科大学医学部医動物学教室  
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濾紙接触法は，直径9cmX高さ2cmのシャーレ底面  

に濾紙を敷き，アセトンで所定濃度に稀釈した薬液を0．5  

ml滴下し．室温で風乾した後に，供試虫を強制接触せし  

め，時間の経過に伴うノソクダウン虫数を観察するもの  

で，供試虫の50％がノックダウンするに要する時間を求  

める。   

以上の実験期間は昭和57年12月から昭和59年12月の2  

年間である。  

Il実験結果および考察  

ビレスロイド抵抗性イエバエの49－S系と感受性系の平  

この濃度は処理後24時間目の致死率が少なくとも80％  

以上になるように設定した。   

なお，γ－BHCの場合，淘汰4回目以降は処理濃度を  

20％に固定し，処理した。   

飼育環境温直は26±2〇c，実験温度は23～280cの条  

件下で実施した。   

薬剤感受性試験：試弓削こ使用した供試虫は淘汰により  

個体群が少数なため，F世代での実験は困難であるので，  

F2世代の羽化後3～5日目の雌成虫を用いた。   

実験は通常の局所施用法により実施し．24時間後の致  

死率からBlissのprobit法によりLD5。値を求めると共に，  

ノックダウン効果を知るため濾紙接触法も実施した。  

表1．49－S系および平良系イエバエのレスメトリンによる淘汰と感受性の変化  

LD・50値（〃g／雌）  

1  5  10  15  20  25  30  

淘汰世代致とLD501嵐  

閲1．・ビレスロイド航抗惟系イエバエ，49－S系のレスメトリンによる淘汰と抵抗性の発達傾向  

良系に対し，reSmethrlinで淘汰した場合の感受性の変  

化は表1に記載したごとくである。   

なお．49LS系におけるresmethrinに対する抵抗性の  

発達の傾向は図1に示すごとくである。   

49－S系のresmethrlinに対する抵抗性のレベルは淘汰  

13世代で，そのLD〔。値が1．467′Jgであるのに対し．淘  

汰を重ねることにより4．691／Jgと増大した〔つ   

しかし，本邦産の平良系は淘汰30回で．そのⅠ．Dら。値  

－17  

が0．084〃gで．開始時の0．026〃gに比較して冠貢著な増大  

は認められなかった。   

このことは．林．ら（1985）－、）が本邦産イエバエは短期  

間にビレスロイドに対する抵抗性の発達する可能性はす  

くないと精通したことを裏ずけるものである。   

既に．有機りん系殺虫剤のmalathlOnやfenitrothio－  

n抵抗性とビレスロイド剤の間には交差抵抗性のないこ  

とは，林．ら（1985）によって日月かにされているが．有機   
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表2．r－BHCで淘汰した49－S系および平良系イエバエの7・－BHC  
とビレスロイド割に対するLD－50値（〟g／雌）  

r－BHC  resmethrin  Pyrethrins  

淘汰回数   49－S系  平 良 系  u 49－S系  平 良 系  49－S系  平 良 系   

開 始 時   3．582   1．301   0．045   0．048   1．402   0．513   
6．346   4，435   0．051   0．044   1．395  0．584  
9．019  6．454  

3  6．141  8．587  0．028  0．017  

0．023  0．971  0．529  
50以上   

8   1501三  150以   圭呂‘猥     20以上    JO・041         0．047  0．018        0．022  0．016  
250以上  250以上   0．074   0．031【  0．637  0．264   

抵抗性比※   69．7倍  192．1倍   1．6倍  

※は開始時に対する10回淘汰時の感受性  

■■＼   塩素剤とビレスロイド剤の交差抵抗性に関しては具体的  

な実験例がなかった。   

γ一BHCやビレスロイドに感受性の平良系とビレスロ  

イド抵抗性の49－S系をγ一BHCで淘汰した場合の結果は  

表2に示すごとくである。   

平良系イエバエのγ－BHCに対する感受性は，淘汰3  

回目までは顕著な低下はなかったが，5回目よりLD甜  

値は20〃g以上と．著しく低下した。  

10回目において，その抵抗性比は淘汰開始時の192倍  

と，抵抗性の発達は罪責著であった。   

なお，この傾向は49－S系イエバエについても同様であっ  

た。   

以上の結果から，有機塩素剤γ－BHCに対する抵抗性  

は，ビレスロイドに対する抵抗性の有無には無関係とい  

える。   

なお，γrBCHに対する抵抗性の増大に伴うresmeth－  

rinやpyrethrinsの感受性の変化であるが．49－S系およ  

び平良系ともに感受性の低下は認められなかった。  

表3．レスメトリンおよびr－BHCで淘汰したイエバエのペルメトリンに対する感受性  

49－S系  
Kdr系  高槻系   

供試薬剤   （R）群  （B）′群   

Permethrino・05％－ （10．0）  

0・1％ － （0）1   （0）39分j（50・0）       r（10．0）  36分 30分  （82．0） （40．0）   
0．3％  （0） 41分（50・0）100・0    （25．0）  25分  （60．0）   

r－BHClO％  （0）  （0）   16   （80．0）43分   （100．0）   

備考：ろ紙接触法，0．5ml処理。（）内は24時間後の致死率（％）。－は120分接触でノックダウン虫が  
認められない。（R）はレスメトリン淘汰群，（B）はT－BHC淘汰群。   

pyrethrinsについてみれば．γ－BHCに対し抵抗性が  

発達するに従って，Pyrethrinsに対する感受性は高く  

なる傾向が認められた。   

また，濾紙接触法による結果は表3に示すごとくである。   

resmethrin，あるいはγrBHCにより淘汰した場合，  

49－S系の（B）群の結果にみられるごとく，γ－BHC淘  

汰群のpermethrinに対する抵抗性の発達は認められな  

かった。   

以上のことより．γ－BHC抵抗性とピレスロイド抵抗  

性の間には交差性はないといえる。  

＝ 要約  

ビレスロイドに対する抵抗性系統である49－S系と感受  

性系統である平良系イエバエを用い，γ－BHCで淘汰し，  

これに対する抵抗性の発達の有無を検討した。   

49，S系および平良系のいずれも，T－BHCによる淘汰  

で，短期間にγ一BHCに対する著しい抵抗性の発達が認  

められた。   

しかし，γ－BHCに対し弓重い抵抗性を持った49－S系お  

よび平良系は，reSmethrinやpyrethrinsに対し感受性  
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受性の変化について，衛生動牛丸 36，59－63．   

の低Fは認められなかった。   

この実験で．γ－BHC抵抵抗とビレスロイド割に対す  

る抵抗性には交差性の無いことが明かになった。  
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